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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和7年6月17日

株式会社サイバーインテリジェンス

サイバーインテリジェンスでは、紙媒体からWebへの移
行支援や更新性の高いWeb設計を通じて、印刷・廃棄に
よる環境負荷を軽減。社内ではクラウド活用や電子申請
体制の整備によりペーパーレスを推進し、契約書は電子
サイン、請求書はメール送付に移行。再生紙・両面印刷
の活用、梱包材や段ボールの分別・回収によるリサイク
ルにも取り組んでいます。さらに、省エネ対応機器の導
入や照明のLED化を進め、持続可能な業務環境を整えて
います。

インターン受け入れや書籍購入補助、リスキリング制度
の強化により、社員の学びと技術力向上を支援していま
す。健康診断補助、人間ドック全額負担、ワクチン補助
などによって、社員の健康維持と予防医療にも注力して
います。残業ゼロ宣言をはじめ、短時間勤務や育休制度
の運用で多様な人材が働きやすい職場づくりを進めてい
ます。また、中小企業向けにWeb制作、SEO、広告運用支
援などを通じたデジタル基盤整備を行い、地域産業の持
続的発展に貢献しています。

能力と役割に応じた評価制度を整備し、性別
による給与格差のない賃金体系を実現してい
ます。また、業務のデジタル化を推進し、ク
ラウドツールや自動化ツールを活用して業務
効率を高め、中小企業のDX支援にも取り組ん
でいます。

⑫つくる責任 つかう責
任

社内の紙印刷を前年比30％削減。納品物の85％以上
をWeb媒体に切替。
令和6年度：稼働中のPC16台およびモニター32台すべ
てに省電力モード設定を実施済み。約5分の無操作で
自動スリープが作動するよう設定しており、業務中
の待機電力削減を徹底している。
令和6年度：照明設備の約30％をLEDへ更新済み。
現在使用中の複合機は、省電力モード・スリープ機
能付きモデルを使用。
令和7年～8年度に向けて、より高効率な省エネ型複
合機への更新を検討中。

・紙媒体使用量
・Web納品比率
・社内印刷回数

引き続きWeb納品比率を高め、社
内印刷を含む紙使用量全体を203
0年度までに2020年度比で実質70
％以上削減することを目指します
。

③すべての人に健康と福
祉を,④質の高い教育を
みんなに,⑨産業と技術
革新の基盤をつくろう

⑤ジェンダー平等を実現
しよう,⑧働きがいも経
済成長も,⑨産業と技術
革新の基盤をつくろう

2024年度インターン受け入れ2名、2025年度現在でイ
ンターン受け入れ5名。
年間2000時間以上の教育時間を確保し、社員のスキ
ル向上を徹底的にサポートしています。
新卒社員には業界でも最長クラスとなる合計960時間
の研修を実施。基礎から応用まで徹底的に指導して
います。
令和6年度：対象社員のうち1名が健康診断時期に休
職中のため未受診。その他の社員は全員受診し、実
質的な受診率は100％。
令和7年度：全社員分の受診予約を完了しており、1
00％の受診を予定。 

評価制度の見直しにより、性別・雇
用形態にかかわらず給与格差のない
賃金体系を実現しています。さらに
、2025年度は、社員の平均年収を5
％アップを実現。業務にはクラウド
管理ツールを導入し、請求書・発注
・勤怠管理などのプロセスをデジタ
ル化。

・インターン受け入れ数
・社内研修実施時間
・新入社員研修実施時間

・中小企業向けDX支援実施件数

2028年度までに年間インターン受け入れを5名
以上にする。
社内研修は外部講師登壇やリスキリング強化に
より年間2000時間以上を維持し、新入社員研修
実施時間も半年間の960時間を継続。社外向け
Web講座も拡充して教育機会を広げます。

・2028年度までにDX支援実施件数
を年間20件に拡大。

当社では、SDGsの達成に向けた取り組みを経営戦略の一部として明文化し、社内に共有しています。各部署・プロジェクトごとにKPI（重
要業績評価指標）とKSF（重要成功要因）を設定し、定期的なモニタリングを通じて進捗を管理しています。
具体的には、半期ごとの全体会議や月次の部門会議において、KPIの達成状況を確認し、未達項目がある場合はその要因を分析し、改善策
を講じています。これにより、PDCA（計画→実行→評価→改善）サイクルを実効性のあるものとして組織内に定着させています。

SDGsの取り組み記載ページのURL：https://cyber-intelligence.co.jp/company/awards/


